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情報教育シンポジウムSSS2004 に参加して（Summer Symposium in Shinshu 2004）   
                                 
電子情報工学科 藤原正敏 
 
 情報処理学会「教育とコンピュータ」研究会が毎年２泊３日で開催している、「情報教育シ
ンポジウム」に今年も（３年連続で）参加したので、その概要を報告する。このシンポジウ
ムは、高等学校、大学、短大、高専の「情報教育」に関わり、実践し、研究を進めている人
たちの集まりです。「情報教育」は、国語、数学、理科。社会、英語などの長年の教育実践を
経て積み上げられて、カリキュラムや教育方法が確立している教科と異なり、試行錯誤の段
階であるので、発表するには、一応査読がありますが、野心的な試みなど大歓迎という雰囲
気です。今年は、長野県信州上山田温泉で８月２８日から３０日まで開催された。その概要
と私が発表した「高等専門学校における情報基礎教育の新展開」について報告する。 
 
１．ＳＳＳ２００４の趣旨 
 高等学校における教科「情報」の実施も 2年目に入り，各種の情報教育の強化と様々な連
携に対する期待が高まっています。また，新しい形による情報教育の実施経験や評価にも注
目が集まっています。情報処理学会コンピュータと教育研究会では，情報教育に関する多く
の研究者・教育者による議論を深めるための宿泊形式のシンポジウムを，1999年より 5年間
にわたって開催してきました。本年度も，1)情報教育の専門家，2)初等中等教育の教員を中
心とする教育の専門家，3)教育ソフト・教育コンテンツ作成に関わる企業の専門家，の方々
の参加を募り，これまで以上に実り多い議論を実現したいと思います。おもな項目を以下に
あげますが，これらに限らない魅力あるテーマも歓迎いたします。 
    * 情報教育が目指すもの 
    * 高等教育におけるこれからの情報教育のあり方 
    * 高校教科「情報」の教育手法と今後の展開 
    * 小・中学校における情報教育の現状 
    * 専門学校・各種学校・学習塾・企業などにおける情報教育 
    * 幼児および小学校から大学までを含む情報教育の連携と支援 
    * 情報教育教材およびツールの設計や評価 
    * その他 
 
２．プログラムの概要 
・開会挨拶 
・セッション 1 技術科教育・プログラミング教育 
・招待講演「スーパークリエータは生えてくるのか, 育ってくるのか？」竹内郁雄 
・セッション 2 コラボレーション・協調学習 
・セッション 3 高校・高専の情報教育 
・セッション 4 大学における情報教育 
・セッション 5 メディアを活用した教育 
・セッション 6 情報教育のためのツールとその活用 
・パネルディスカッション 普通教科「情報」と大学入試 
論点： 大学入試に「情報」を取り入れることの適否  
       「情報」入試に対する期待，疑問，批判  
       大学，高校に望むこと  
       「情報」入試に対する高校側からの要望  
       「情報」教育に対する大学側からの要望  
       「情報」入試の今後の動向  
       「情報」入試に対する反応  
・デモンストレーションとポスタ発表  
・セッション 7 専門のための情報教育 
・セッション 8 情報教育の今後 
詳しい発表内容は、次のところにある。 
http://ce.decode.waseda.ac.jp/SSS2004/
 
３．招待講演について 
・講 師：電気通信大学大学院 竹内 郁雄 教授 
・講演題目「スーパークリエータは生えてくるのか, 育ってくるのか？」 
  プログラムの中に、竹内先生は、概要の中で、次のように書いておられる。 
・概 要  
  竹内は経済産業省の「未踏ソフトウェア創造事業」にプロジェクトマネージャ 
として関わってきた。特にここ３年は「未踏ユース」として２０歳前後の若い 
人たちを数多く見てきた (今年度は進行中)。 
また、「ＩＴスクール」という名前で高校生を公募によって「英才教育」しよう 
という文部科学省の事業にも少しだけ関わった。 
ようやく日本の行政にも個人の突出した才能を伸ばそうという姿勢が見えてきた。 
そんな状況や竹内の経験を踏まえ、将来の日本のソフトウェアを支える人材または 
人財がどのように出てくるようになるのか、具体例を挙げながらいろいろ考えてみた。 
 
 私なりに解釈すると、学歴とか年功にとらわれず、優れた人を発掘し、伸ばして、育てて
いこうという国（経済産業省、文部科学省）の事業の実践報告です。 「情報」の分野では、
「若い」ということが非常に重要な要素であり、硬直した今の教育制度では、ノーベル賞レ
ベルの人が日本では産まれない。世界に伍して勝負していくには、このままでは、危ないと
いう危機感が産業界にも教育界にもあるわけです。 
 高専の学生は、大学生よりも早く、世に出て活躍する訳なので、このスーパークリエータ
育成プロジェクトを視野に入れた教育カリキュラムを考えたらよいと思う。 
 
４．情報教育について 
 この「英才教育」と対照的な話題として、「情報教育を学校教育の中で全員に課す」という
議論としては、７月３１日（土）東京大学（本郷）山上会館で開催の情報教育シンポジウム
『高校普通教科"情報"への期待と課題』でも行われたが、そこで特別講演された前京大総長
の長尾真先生のお話が思い出される。話の趣旨は、「情報教育も国語や数学などと同じように、
小学校段階から中学校、高校、大学と息長く教育していく必要があるのでは、逆にそうなら
ないと情報教育は不要であると言う事にならないのでは」。 
 このように｢情報｣に関わる教育については、自由な雰囲気で非常に活発である。 
このような背景もあって、シンポジウムに参加されているのは、国語や社会などの教師で、
人間本来の情報活動を「情報」という視点で捉え「情報教育」の必要性を痛感し、このシン
ポジウムの意図に共鳴し参加している人、教育学出身で「情報教育」に入って来た人、工学
系で「情報工学」を専門としている（専門としていた人）、「情報」の宝庫である図書館を何
とかしたい、「情報教育」との連携で考えたいと思っている人、高校、大学、高専で実際に「情
報教育」を実践している人、現在大学在学中で、近い将来「情報教育」を実践する教師を目
指している人、「情報教育」をこれからの産業として捉えて、「市場調査」、「新企画」を探っ
ている人など多彩である。 
 
５．ナイトセッション 
 このシンポジウムの目玉は、夜のナイトセッションです。合宿形式の研究会は、どこも同
じでしょうが、時間の高速もなく形式にもとらわれないので、リラックスしており、おまけ
に参加者が多彩であるので、大変盛り上がります。議論したいテーマを募り、グループに分
かれて、若干のお酒も入るので、けんけんがくがくの議論が続きます。ポスターッセッショ
ンも、かなり突っ込んだ話し合いが行われます。お互いが、親密になり、お互いの個性も分
かるので、現在は、全国に分散していても、インターネットを介してもフェースツーフェー
スに近い形での議論は続いている。 
 議論の中身は、置いておくとして、今年も高専からの参加者が、私も含めて３名と非常に
少ない。高知での高専情報処理教育研究発表会、長野での高専教員教育研究集会と過密なス
ケジュールにも関わらず参加された先生もおられたが、・・・・。 
 
６．発表した内容：「高等専門学校における情報基礎教育の新展開」 
 ここで、私たちが高専における「情報基礎」教育の必要性のアピールを兼ねて、このシン
ポジウムで発表した内容の概略を以下に記すことにする。 
＜タイトル＞「高等専門学校における情報基礎教育の新展開」 
＜共著者＞  藤原正敏(福井高専)、岡田 正(津山高専)、高橋 章(長岡高専) 
長岡健一(石川高専)，高橋参吉(千里金蘭大、前大阪府立高専) 
＜概 要＞ 
高専では、主に技術者養成を目指した５年間の一貫教育の中で、情報処理センター等を活
用した情報リテラシー教育から高度なプログラミング教育まで、行われている。しかし、教
育の視点が「情報」と言うより、「コンピュータ」重視になっていた。高度情報化の進展の中
では、技術者である前に、社会人として「情報」の本質を理解し、問題解決のための「情報
活用能力」を養うことが強く求められている。 
私たちは、高専においても“入学直後から学科によらず実施すべき情報教育”が必要であ
ると考え、共通科目「情報」（以下「情報基礎」と記す）を提案してきた[1-3]。新しい学習
指導要領のもとで教育を受けた中学校からの入学者に、高等学校の普通教科「情報」と同等
以上の情報教育を行うことを目的としている。平成１３年度から、高専情報処理教育研究委
員会のもとに「情報基礎教育の標準化に関する調査研究部会」を設置し、モデルカリキュラ
ムの策定[4]、教科書の刊行[5]に取り組んできた。さらに、平成１４年度から２年間、科学
研究費補助金を受けて、教科書に関する情報の公開と改訂、授業関連情報の収集と評価、関
連情報を公開する専用サーバの構築と公開などの活動を行った[6]。本報告では、これまでの
活動と現状を整理し、高専独自の「情報基礎」教育をさらに充実させるための課題を検討し
たい。全国に広がる高専の特徴を活かして情報交換を進め、学生の学習成果を評価する共通
の仕組みを構築し、高専から新たな提案ができたらと考える。 
高専の現状を報告し、今後の課題を考察する。特に、高専の特徴を活かすためには、イン
ターネット介した全国規模での情報共有の重要性と、学生に対する共通の達成度評価の必要
性を述べる。 
＜コメントなど＞ 招待講演された竹内先生や慶応大学の大岩先生はじめ多くの先生方から、
激励のコメントをいただいた。 
＜モデルカリキュラムに基づく教科書の概要＞ 
モデルカリキュラムを基に、高専５年間の一貫教育の中でも、低学年においては、所属学科を問
わず、「情報基礎」が等しく教育できることを狙って、全国高専から執筆者を募り作成した教科書を
作成した。その構成を図1に示す。
 
 2.1 問題解決の方法論  
1.1 情報の概念 2.2 コンピュータのしくみ  
1.2 情報の収集・整理 2.3 情報通信ネットワーク 3.1 情報伝達の多様化と社会の変化 
1.3 情報の加工・表現 2.4 情報のディジタル表現 3.2 情報社会の進展 
1.4 情報の発信・交換と評価 
2.5 コンピュータを利用した問題解
決 
3.3 情報社会のもたらす影響と課題 
1.5 情報の管理とセキュリティ 2.6 セキュリティを守る技術 3.4 情報社会における個人の役割と責任
１章 情報の活用と発信 ２章 情報の処理と技術 ３章 情報と社会生活 
図1 共通基礎科目「情報」の教科書「ネットワーク社会における情報の活用と技術」の構成 
 
＜ポータルサイト＞ 
 情報基礎教育に関する種々の情報を、インターネットを介して公開し、議論するために必要なも
のは、次の機能が重要である。 
・ 電子メール用のサーバ SMTP 
・ メーリングリストサーバ 
・ Webサーバ 
・ 処理に関連したバックエンド機能Web 
 中でも、教育支援の第一のステップは、各種のディジタルコンテンツを利用できる仕組みである。
科学研究費補助金により専用のポータルサイト（http://fie.tsuyama-ct.ac.jp/）を立ち上げた。
このサーバは津山高専に設置されており、さらに石川高専にはミラーサー 
（http://fie.ishikawa-nct.ac.jp/） がある。ミラーサーバは、コンテンツのバックアップを兼ね
ており、津山高専－石川高専間で定期的な同期作業を自動で実行している。 
現在、教科書に関連した情報を中心に、情報基礎教育を支援する次のものを提供している。 
・ シラバス   
・ 講義資料と参考URL 
・ 用語集 
・ 正誤表と追加説明 
・ 演習問題の解答・解説と独自に作成された演習問題ならびに試験問題 
・ 教材の提供CD-ROM  
 環境が整い、協力しようという教員も徐々に増えつつあり、最低限のコンテンツはそろったと言
える。 
 
＜教育実践＞
 全く新しい教科を、全国高専で展開していくための種々の活動を行っている。ポータルサイトを
介した種々の教育実践のための情報の共有、議論、教材の開発などが行われている。 
＜コンテンツの種類の概要＞ 
 平成１５年度に提供いただいたコンテンツの種類と概要を表１に示す。 
 
表１ コンテンツの種類の概要 
  コンテンツの種類 学校／学科 章 
1 Ｋ高専／全学科 第 1章 、第 2章 、第３章 
2 
授業用PP 
Ｌ高専／全学科 第３章 
3 Ｋ高専／全学科 第 1章 、第 2章 、第３章 
4 
教科書 
演習問題解答例 Ｍ高専／電子情報工学科 第 3章 
5 Ｍ高専／電子情報工学科 第 1章、第３章 
6 
演習問題 
Ｎ高専／電気工学科 第２章 
7 Ｇ高校 第 1章＊（情報Ａ) 
8 Ｋ高専／全学科 第 1章＊、第 2章＊、第３章＊ 
9 Ｈ高専／電気工学科 第 1章＊、第 2章＊、第３章＊ 
10 Ｉ高専／機械工学科 第 1章＊、第 2章＊、第３章＊ 
11 Ｊ高専／全学科 第２章＊ 
12 Ｍ高専／電子情報工学科 第 1章 、第３章 
13 
試験問題 
＊解答あり 
Ｍ高専／電気工学科 第 1章、第 2章 
14 授業用資料 Ｍ高専／電子情報工学科 第 3章（内容の補足説明） 
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７．おわりに 
 自動車メーカのリコール隠し、偽札事件、振込み詐欺事件、・・・など枚挙に暇がないくら
いの「情報」に関係して起こっている身近な出来事を通して、否が応でも「私たちは、高度
情報化社会が進展の真っ只中に放り込まれてしまっている」ことを、痛感している。したが
って、「情報」に関わる教育が重要であることを認識している。しかし、その教育をどうして
いくかは、議論が収束していない。この報告をもとに、福井高専でも「情報教育」に関する
議論が沸騰することを望みたい。 
